
 

データサイエンス学部（数 学） 問題解説 
 

□■ 出題意図・評価方法・評価ポイント 

〔Ⅰ〕 様々な分野の学力を検査する問題である。 
（１）有理式で与えられた方程式が解けるかどうかを見ている。基本的には分母を

払って多項式にしてから求めるが、そのようにして求められた解がもとの方

程式の解になるわけではない。そのあたりの論証ができるかどうかも検査し

ている。 
（２）基本的な階差数列の一般項を求める問題である。 
（３）一見数学Ⅲの範囲の問題かと思われるが、相加相乗平均の不等式を利用すれ

ば、数学Ⅲ未履修でも問題ない。もちろん、微分して極値を求めるのでも問

題ない。 
（４）数列の和を工夫して求めることができるかどうかを見ている。有理数になる

かどうかは、本来はきちんとした議論が必要で、これが記述式の問題であれ

ば、そんなに易しくはないと思う。 
 

〔Ⅱ〕 回文数をテーマにして、適切に場合分けができるか、また、階差数列の規則性を発

見して一般項の式を求められるかを検査している。また、いくつか実験してみて、

法則性を見出してもよい。その場合にはきちんとした証明をつけることが求められ

る。 

 

〔Ⅲ〕 基本的な空間図形の問題である。 
（１）点と平面の距離の公式を使えばすぐだが、平面に垂直な直線の方程式を求め、

それにもとづいて、平面とその直線の交点と原点の距離を計算すれば、公式

を知らなくても求められるはずである。 
（２），（３） 

ある程度初等幾何学的な見通しをもって問題に臨んだほうがよい。そういう

ところも検査の対象となっている。 
 

〔Ⅳ〕 数学Ⅲで学習する微積分の基本が身についているかどうかを検査する問題である。

各小問はどのような順番でも解くことができるので、従来に比べると解答しやすく

なっているのではないかと思われる。置換積分、部分積分を活用して基本的な積分

が計算できるようにしてほしい。 
 

〔Ⅴ〕 統計学の基本的な事項について理解できているかどうかを検査する問題である。当

然、平均、標準偏差といった用語の正確な理解も必要であり、そのうえで、一般の

正規分布を標準正規分布に直し、正規分布表から確率を計算できるかどうかもチェ

ックしている。 
 

□■ 受験生へのメッセージ 

Ⅰ番については、試験時は解答だけを答える形になっているが、普段勉強する際には記述式の

問題だと考えて勉強することをお勧めする。たとえば、（１）と（４）は答案をきちんと書くのが

そんなに簡単ではなく、（３）にいたっては答が正解のものと一致していても答案次第によっては

評価されない場合もある。Ⅱ番に登場する回文数というのはあまり見慣れない数だが、競技プロ

グラミングなどではわりとみかける題材である。もしも時間に余裕があってプログラミングに関

心があるのなら、（３）以外は python などで問題を解くコードを書いてみるのも面白い。Ⅲ番や

Ⅳ番は教科書の章末問題程度であるので、とにかく基礎をしっかりと勉強しておいてもらいたい。

最後にⅤ番だが、とにかく基礎的な問題の出題を心がけた。もしも、高等学校の数学の授業でこ

の分野の単元が取り上げられるようであれば、せっかくなのでしっかりと勉強しておくといいと

思う。 


